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産後パパ育休（出生時育児休業） 知ってますか？
令和３年度の男性の育児休業取得率

は 13.97％で過去最高となっているそ
うです。スエーデンではほとんどの男

性が、フランスでは 7割が育児休暇を
取得しており、日本はまだまだの状況

です。男性が育児休暇を取るのにため

らう原因として「同僚や会社に迷惑が

かかる」「男性が育児休暇を取る認識

が職場にない」「キャリアに影響」等

が挙げられています。国は昨今の少子

化改善も含めて男性育児休暇の取得率

上昇を目指し、令和 4年度には育児休
業制度のバージョンアップを測り「産

後パパ育休」（右表参照）を始めまし

た。施行後のもう直ぐ 2年経ちますが
、取得する人は増えているように思い

ます。そして、最近は企業も努力して

いるようで、育児休業者の業務をカバ

ーする同僚らに手当等を支給する企業

が増えているそうです。サッポロビー

ル・タカラトミー・沖電気・三井住

友海上火災保険等いずれも大企業です

が、ボーナスや一時金として最大 10
万円が支払われているそうです。そこ

までしてでも育児休業の取得率アップ

をめざす裏には、労働者確保、離職を

防ぐと言う目的が有るようです。今年 3月1～3日にマイナビがネット調査を実施した結果、子育て中の男女が育児
との兼ね合いが原因で退職や転職をしていた、検討したが合わせて 37.8 ％も有ったそうです。労働者不足が社会
問題になっている今日、人材確保年々厳しくなるのは間違いないでしょう。労働力が余り、低賃金や悪条件でも

問題無かった時代は遠い昔、企業経営者も労働者確保に男性育休を認めざる終えないのでしょうか？

「パパが育休中で助かっています。」と言う声は最近よく聞きます。良き事だと素直に思いながらも

「パパは役に立ってるよね？」と意地悪い質問をすると、時々「 赤ちゃんを抱っこするぐらい、助か

るけど、食事も掃除も洗濯もできないパパは困る・・・」という声も聞いてしまいます。昔の男性像

はそれが普通でしたが、最近の若い男性は結構家事がこなせると認識していたのですが、あれまあ、

育児休暇の意味をもう一度認識し直してもらわないと「パパ捨てられちゃうよ～」と言いたいですね。
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自宅出産の喜び
T・Y記

実は、１人目も自宅出産でした。お産というものを

全然知らなかったのですが、高校の恩師にすすめられ

て、やってみようかなと思いました。産院をあちこち

当たりましたが、Ｏ先生とフィーリングがあったとい

うところでしょうか。それでも、陣痛の痛みは，想像

を絶するものでした。「もう、引張ってー、もう止める

～！」とか、わめきちらしました。二人目はもうワク

ワク･･･。「今回の出産をどんな良いものにしようか。」

そんなふうに期待を胸に迎えた二度目の出産、自宅で

家族と産婆さんに見守られ 3650 ｇの元気な赤ちゃんが
喜びとともに誕生しました。

大きなおなかを抱えていると、「もうすぐや

ね、どこの病院で産むの？」と何気なく聞い

てくる人に「自宅出産するの。」と言うと、「そ

れってすごいねー。何で自宅？怖くない？」

なんて事をよく聞かれました。私にとっては

病院の分娩室の椅子や、金属の冷たい器械や、

会陰切開することのほうがもっと怖いことに思います。
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そして何より、産まれた赤ちゃんとすぐ

に一緒に寝ることが出来ないことは寂しく

感じるだろうと思い、一人目の出産を自宅

に決めました。実際は産む本人よりも、周りが大変だ

ったと、一人目の時も言われたように、今回もみんな

大変だったようです。陣痛が治まっている間居眠りを

する私を汗だくで支える夫、汗を拭ってくれる母、父

と遊びつつ今か今かと妹の誕生を待ちわびる赤ちゃん

の姉、そして呼吸と気持ちを共にして取り上げてくれ

る産婆さん、一人で産むのではなく、みんなで産んだ

赤ちゃんでした。産まれてすぐに自らの手で掬い上げ

たわが子、抱えられた胸で一生懸命お乳を探す姿に生

きる力の第一歩を感じ、家族で感動し喜びました。

ただ産まれてきたことへの喜びだけで

なく、人としての誕生の迎え方を大切な

ものにしたいという願いは、家族でその

瞬間を迎えたことでみんなの宝として残

るだろうと思います。ストレスの無い出産は、赤ちゃ

んにとっても良い人生のスタートになります。伸び伸

びと育つ子どもの姿を見ながら、本当に贅沢な出産を

したと、理解ある家族と産婆さんに感謝しています。

産婦人科医が少なくなり、お産難民が報道される中

で、今一度出産のあり方を考え直し“そうあるしかな

い”のではなく“こうありたい”と理想を持って自分

の望むスタイルで出産ができる社会であってほしいと

願っています。 ニュースレターNo.88（2009.10）より

自分で産むお産を選んで Y・Ｍ記

私は第一子をアメリカで出産しました。

言葉も文化も違う国での初めての出産。ど

こで産むかの選択肢もなく、とりあえず、

日本語の通じる看護師さんがいる所に通い

ました。アメリカのシステムでは普通の診察はそれぞ

れの個人病院、出産は提携している総合病院でした。

総合病院でのお産は今思えば完全に管理されたお産で

した。破水をして病院に着くと手首にバーコードの付

いた物を巻かれ、点滴をして（たぶん陣痛促進剤）無

痛分娩（これは希望するかと聞かれたので希望した）

での出産でした。９割が無痛分娩だと聞いていたので、

当たり前の感覚でした。

日本に戻ってきて第二子を妊娠したとき、何も考え

ずに楽なお産が出来る所、無痛分娩が出来たら･･･とＮ

病院に通いました。暫くしてここの病院では無痛分娩

が出来ないと知り、「えっ、どうしよう」と初めてお産

について考える事になりました。その時ＨＰで「M 助

産院」の“自分で産むお産”と言う言葉に興味が湧き

ました。早速、助産院担当のＹ助産師さんにいろいろ

お話を伺い、無痛分娩とは全く正反対の自然に産む事

を選びました。

Ｋ助産師さんが担当して下さる事になり、

妊娠生活は問題なく順調に過ぎていきました。

予定日１週間前にお腹が張り鈍い痛みが 20分
間隔で来るようになり、「いよいよ！」と夜中１時に助

産院へ。寒い中、Ｋ助産師さんが待っていて下さり診

察、しかし、子宮口は１㎝しか開いていず、朝に帰宅。

その後も予定日３日前に「今度こそ来た！」と思い診

察してもらうと、前回と変わらずとのことでまた帰宅。

２度も空振りでＫ助産師さんにも申し訳なく、落ち込

みました。心の中で次は「また間違いでした。」では済

まされないなぁというプレッシャーも感じて、これが

病院の出産なら気楽だったのにーと後ろ向きな事を考

えてしまいました。そんな私に「これが私達の仕事だ

から、心配な時は何度でも来たらいいよ！」と言って

下さり、「気分転換に家族で初詣にでも行っ

てきら！階段のある所、太郎坊宮や立木神

社とか！」と前向きなアドバイスを下さり、

「そうだ！焦ってもしょうがない、体を動

かして赤ちゃんが出たいと思うのを待とう。」と思いま

した。何度も足を運ばせて申し訳ないと言う気持ちが、

信頼、安心感に変わった瞬間でした。その日の夜中、

本当の陣痛が来て、いよいよ出産へとなりました。

自然に産むと言うことは、私の想像を超えて、本当

にしんどくて、痛くて大変でした。でも、信頼してい

るＫ助産師さん、サポート助産師さんに支えられて、

助産院に響き渡る程の大声を出して、全力で産むこと

が出来ました。最後に赤ちゃんの髪が見えてきている

と言われ、もういきまないでと言われたのに力が入っ

てしまい、会陰が裂けない完璧なお産では無かったけ

れど、赤ちゃんが降りて来るのを感じながら、自分で

産んだと言う実感を持って今は幸せなお産が出来たと

思います。

女性にとってのお産はその後の生き方、

考え方まで変えるぐらい大きな出来事と思

います。もっと沢山の女性がそう言う体験

をされることを願います。ニュースレターNo.92(2010.2)より

お産子の家イベント
4日(日)7:00～太郎坊に登る会
6日(火)9:00～鍼灸の日・10:30～ マミーハウス
10日(土)13:30～ しあわせお産相談会

12日(月)13:30～ ベビーマッサージ

17日(土)13:30～ お産塾

20日(火)10:30 ～ セルフ整体トレーニング 産後

13:00～ セルフ整体トレーニング 産前

24日(土)13:30～八幡ママパパレッスン
27日(火)10:30～ すっぴんまんぷく会

28日(水)9:00～鍼灸の日

【おっぱい塾】10:00～
2日(金)お産子の家
8日(木)八幡ことしん
20日(火)八幡はちはぴ広場
22日(木)安土コミセン
27日(火)水口まるーむ

【お産の写真展】
7月3日(水)まで野洲図書館
8月3日(土)～18日(日)

甲賀市水口図書館
8月21日(水)～9月8日(月)

甲賀市甲南図書館
9月10日(火)～23日(月)

滋賀県立図書館

19日(月)10:00～13:00
「ごちゃ混ぜチャンプルーな居場所 猿の群れ」

八幡 助産院月の小屋

お産子の家では産後ケア
を受けています。

産後ケアご利用希望の方
は、お住まいの保健センタ
ーにご相談ください。


